予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　　目：商業振興費
	事業名: 施設改修工事負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

商工労働部　商業流通課　流通・サービス係　電話番号：058-272-1111（内3142）

　  　E-mail：c11359@pref.gifu.lg.jp 

	事業費


　要求額：19,443千円（前年度予算額：42,777千円）
	要求内容


	１　要求の内容


岐阜産業会館について、施設の老朽化等により必要となる改修工事等を実施する。

①大・中展示場の外部建具等改修工事

　　大・中展示場の外部に通じる出入口は、現在、防犯上の理由から南京錠等で施錠しているが、火災等の緊急避難時において対応の遅れが想定されることから、出入口の鍵を内部から解錠可能なサムターン錠に変更する。

②大展示場の空調機コイル改修工事

　　大展示場の空調機コイルについては、以前から漏水が頻発しており、部分修繕を繰り返して使用している状況であるが、最悪の場合、空調機全体が使用できなくなる恐れがあることから、空調機コイルの取り替え工事を実施する。
③ＰＣＢ廃棄物の処理

　　会館保管のＰＣＢ廃棄物は、ＰＣＢ特別措置法に基づき平成２８年７月までの処理が必要となるが、このうち高濃度ＰＣＢ廃棄物について、処理機関である日本環境安全事業（株）（ＪＥＳＣＯ）と業務委託契約を締結し、廃棄物の処理を実施する。

④電話設備の更新
　　岐阜産業会館にある電話設備（内線交換機等：平成８年導入）は、既に補修用部品の保有期間が終了しており、故障修理には１週間必要との指摘を受けている。故障した場合には業務に著しい支障が生じることから、早急に設備を更新する必要がある。
	２　所要経費


・県・岐阜市　それぞれが１／２を負担する。

・工事等の執行は岐阜市が行うため、県は工事費用の１／２を負担金として支払う。

・県負担金の算出

工事費用　38,886千円

　　　　→　負担金（上記の１／２）　19,443千円

①大・中展示場の外部建具等改修工事　　改修工事費　　  1,565千円

　 　②大展示場の空調機コイル改修工事 　　 改修工事費　　 25,505千円

③ＰＣＢ廃棄物の処理　　　　　　　　　処分委託費等　　9,316千円

　 　④電話設備の更新　　　　　　　　 　　 購入費　　　　  2,500千円

	決定額の考え方


　過去の執行実績を考慮し、所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	42,777
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	42,777

	要求額
	19,443
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	19,443

	決定額
	18,000
	18,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　岐阜産業会館は、築４２年が経過しており、施設の老朽化により修繕が必要な箇所が多数あることから、必要な改修工事等を実施することで、会館の機能を維持するとともに、利用者等の安全を確保する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	利用日数(日)：大展示場

：中展示場

：小展示場

利用人員(人)：大展示場

：中展示場

：小展示場
	－

－

－

－

－
－

（－）
	91

94

122

105,500

88,290

13,950
（H21）
	109

100

159

69,850
62,560

12,270

（H22）
	133

117

178

86,440
71,900

13,228

（H23）
	134

141

151

－

－
－

（H23）
	99％

83％

118％

－

－
－


　　※「目標」･･･平成23年度財団法人岐阜産業会館事業計画書より

（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

＜平成24年度＞

老朽化等により不具合が顕著となっている設備について、外壁落下防止工事などの改修工事を年度内に行う。

＜平成23年度＞

経年劣化により漏水や腐食が現れ、能力が低下してきた空調用ポンプ等について取り替え工事を実施した。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　＜平成23年度＞

　　空調用ポンプ等の取替えによって、会館の空調機能を維持することができ、施設利用の促進を図ることができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	会館は、展示場等の利用者が15万人を超えており、また、テナントとして17団体が入居していることから、利用者・入居者の安全を確保し、貸館・貸事務室としての機能を維持するための施設改修工事は必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	施設設置者の責務として最低限必要な改修工事を実施することで、会館の必要な機能を維持するとともに、利用者の安全を確保している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	改修を要する施設設備が多くある中で、現状維持を基本に、緊急性の高いものから工事を実施している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　施設の老朽化が顕著であることから、指定管理者における定期点検を徹底することで改修施設等の状況を把握し、緊急性の高い工事については速やかに実施する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

施設改修については、現状維持を基本に、今後も利用者や入居者の安全確保に必要な工事を実施していく。


